
現状・課題 

 

○ 介護職がグループで提供する介護サービスの質や介護
福祉士の社会的評価の向上に向け、一定のキャリア（５年
程度の実務経験）を積んだ介護福祉士を介護職のグルー
プにおけるリーダーとして育成。 

 

○ 介護福祉の専門職として、介護職のグループの中で中核
的な役割を果たし、認知症高齢者や高齢単身世帯等の増
加などに伴う介護ニーズの複雑化・多様化・高度化等に対
応できる介護福祉士を養成する必要。 

 

○ 介護未経験者の介護分野への参入きっかけを作るとと
もに、非常時の対応などの参入にあたって感じている不
安を払拭し、多様な人材の参入を促進するため、入門的
研修を導入。 

 

○ 医療との役割分担について、「医師・看護師等の働き方ビ
ジョン検討会」の提案も踏まえ、利用者への喀痰吸引及び
経管栄養の実施状況や研修体制の整備状況などの実態を
調査。 

介護人材に求められる機能の明確化とキャリアパスの実現に向けて（概要） 

○ 介護職の業務実施状況を見ると、介護福祉士とそれ以外の者で明確に業務分担はされていない。 

 ※ 小規模事業所では業務を分担できるほどの職員数がいないこと、訪問系サービスでは１人での訪問となることから訪問時に複数の業務を実施
する必要があること、通所系・施設系サービスでは業務のピークタイムが存在することから介護職員が総出で介護を提供する必要があること、
に留意が必要 

○ 管理者の認識では、認知症の周辺症状のある利用者やターミナルケアが必要な利用者などへの対応、介護過程の展開に
おけるアセスメントや介護計画の作成・見直しなどの業務は介護福祉士が専門性をもって取り組むべきという認識が高い。 

○ また、介護職のリーダーについて、介護職の統合力や人材育成力などの能力が求められているものの、十分に発揮できて
いないと感じている管理者が多い。一方で、介護職の指導・育成や介護過程の展開等を重視している事業所では、リーダー
の役割等を明確にし、キャリアパスへ反映するなどの取組を行っている。 

○ 介護分野への参入にあたって不安に感じていたことには、「非常時等への対応」、「介護保険制度等の理解」、「ケアの適切
性」といったことが挙げられている。 

実現に向けた具体的な対応 

介護職のグループにおけるリーダーの育成 介護福祉士養成課程におけるカリキュラムの見直し 

介護人材のすそ野の拡大に向けた入門的研修の導入 介護福祉士等による医療的ケアの実態の把握 

平成２９年１０月４日 社会保障審議会福祉部会福祉人材確保専門委員会 

 業務内容に応じた各人材層の役割・機能に着目するのではなく、利用者の多様なニーズに対応できるよう、介護職のグループ
によるケアを推進していく上で、介護人材に求められる機能や必要な能力等を明確にし、介護分野に参入した人材が意欲・能力
に応じてキャリアアップを図り、各人材が期待される役割を担っていけるようにすべき。 



1. 尊厳を支えるケアの実践 

2. 現場で必要とされる実践的能力 

3. 自立支援を重視し、これからの介護ニーズ、

政策にも対応できる 

4. 施設・地域（在宅）を通じた汎用性ある能力 

5. 心理的・社会的支援の重視 

6. 予防からリハビリテーション、看取りまで、

利用者の状態の変化に対応できる 

7. 多職種協働によるチームケア 

8. 一人でも基本的な対応ができる 

9. 「個別ケア」の実践 

10. 利用者・家族、チームに対するコミュニケー

ション能力や的確な記録・記述力   

11. 関連領域の基本的な理解  

12. 高い倫理性の保持 

1. 尊厳と自立を支えるケアを実践する 

2. 専門職として自律的に介護過程の展開ができる 

3. 身体的な支援だけでなく、心理的・社会的支援も

展開できる 

4. 介護ニーズの複雑化・多様化・高度化に対応し、

本人や家族等のエンパワメントを重視した支援

ができる 

5. ＱＯＬ（生活の質）の維持・向上の視点を持って、

介護予防からリハビリテーション、看取りまで、

対象者の状態の変化に対応できる 

6. 地域の中で、施設・在宅にかかわらず、本人が

望む生活を支えることができる 

7. 関連領域の基本的なことを理解し、多職種協働

によるチームケアを実践する 

8. 本人や家族、チームに対するコミュニケーション

や、的確な記録・記述ができる 

9. 制度を理解しつつ、地域や社会のニーズに対応

できる 

10. 介護職の中で中核的な役割を担う 

社会の変容や 

制度改正等 

高い倫理性の保持 

求められる介護福祉士像 

社会状況や

人々の意識の

移り変わり、 

制度改正等 

＜ 平成１９年度カリキュラム改正時 ＞ ＜ 今回の改正で目指すべき像 ＞ 


